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線形予測分析(LPC)は近代式の音声
分析合成系を誕生させ、携帯電話と
いう新たなコミュニケーション手段
と統計的音声情報処理という研究パ
ラダイムをもたらしました。LPCは
音声の中でも音韻(言語情報)の分析
合成系を実現するのに対し、本研究
は、非言語情報に関係する韻律的特
徴の分析合成系を実現します。

LPCでは声道の物理モデルによる音
声信号生成過程を確率モデル化し、
統計的手法により声道パラメータを
推定する枠組を与えました。本研究
では、甲状軟骨の物理モデル(藤崎
モデル)による基本周波数パターン
生成過程を確率モデル化し、統計的
手法により韻律パラメータを推定す
る枠組を与えることに成功しました。

かつてLPCが統計的音声情報処理と
いう研究パラダイムを生んだのと同
様、本研究は音声の韻律に関する情
報処理の新分野を拓くきっかけにな
る可能性があります。現在、イント
ネーションが自然な音声合成手法や、
音声の表情や個人性などを認識・分
析・変換する手法を開発することを
目指しています。
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基本周波数パターンとは

• 音声の個人性・調子・感情・意図などを反映した物理量

• コミュニケーションにおいて重要な非言語的役割を担う

本研究のポイント

• 藤崎モデルを確率モデルに翻訳 ⇒ 統計的手法による
藤崎モデルのパラメータ推定法の確立

• 音声のイントネーションの分析・変換・再合成手法、
自然性が高いテキスト音声合成手法を実現
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提案法によるフレーズ・アクセント指令推定例
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何ができるようになる？

• フレーズ・アクセント指令を操作 ⇒ 
自然性を保ったままイントネーション
を自在に操作できる

• テキストからフレーズ・アクセント指令
を予測する回帰問題に本モデルを適用
⇒ テキスト入力から自然なイントネー
ションの音声を合成できる

従来法による
推定F0パターン
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